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【世帯数】    ８１５世帯 

【人 口】  男 ８９６人 

 女 ９４９人 

  合計１,８４５人 

 （令和５年9月30日現在） 

令和５年１１月号 

 

９
月

１５

日
（
金
）、
太
陽
保
育
園
で
、
株
式
会
社
橋

永
農
園
と
協
力
し
て
栗
拾
い
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

橋
永
農
園
の
ス
タ
ッ
フ
が
事
前
に
２５

キ
ロ
の
栗
を
園

庭
に
撒
き
、
園
児
が
火
箸
を
器
用
に
使
い
約
３０

分
た

ら
ず
で
用
意
さ
れ
た
籠
に
栗
を
収
穫
し
ま
し
た
。 

 

園
児
が
収
穫
し
た
栗
は
、
橋
永
農
園
の
ス
タ
ッ
フ

が
き
れ
い
に
ふ
き
取
り
、
１
キ
ロ
ず
つ
袋
詰
め
し

て
、
園
児
の
お
土
産
用
と
さ

れ
ま
し
た
。 

 

昼
食
の
栗
ご
飯
が
準
備
さ

れ
る
間
に
、
園
児
は
皮
手
袋

を
し
て
、
毬
栗
の
感
触
を
体

験
し
、
ク
レ
ヨ
ン
で
お
絵
描

き
を
し
ま
し
た
。 

 

園
児
た
ち
は
、

栄
養
士
さ

ん
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
用

意
さ
れ
た
栗
ご
飯
を
美
味
し

そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。 

太
陽
保
育
園 

秋
の
収
穫
祭
り 

  

～
季
節
の
出
張
体
験
教
育
！
～ 

【青果の部】   

金 賞  岩丸 敏治  

銀 賞  大羽 巧真 中村 智幸   

銅 賞  岩城 忍 成田 光彦 前田 新一   

             村﨑 洋介 山本 豊 

努力賞  岩本智恵子 黒田 剛 園上 豊   

           高木 哲哉   田嶋 強 橋本 幸一   

           松永 正明   三好 健一   山口 俊介   

           和田 光夫  

        

  【重量賞】 
  1 位 中村 弘子  25.4 kg 
          ※〈歴代最重量〉 

  2 位 岩丸 敏治  23.9 kg 

  3 位 大羽くるみ  22.6 kg  

  4 位 岩城 忍     20.5 kg  

  5 位 村﨑 洋介  19.3 kg 

  6 位 田嶋 強     19.1 kg 

  7 位 山本 英生  17.5 kg 

  8 位 松山 和博  17.4 kg  

  9 位 山口 優子  16.6 kg 

 10位 村上 継道  15.6 kg 
 

 

通
潤
橋
国
宝
決
定
記
念 

石
匠
館
企
画
展 

～
通
潤
橋
を
つ
く
っ
た
種
山
石
工
展
！
～ 

 
 

河
俣
保
育
園  

 

 

～
み
ん
な
キ
ラ
キ
ラ
ス
マ
イ
ル
運
動
会
！

 
９
月

３０

日
（
土
）、
東
陽
小
学
校
体
育
館
で
河
俣

保
育
園
の
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

体
育
館
の
周
り
で
家

族
が
見
守
る
中
、
園
児

た
ち
は
体
育
館
狭
し
と

ゆ
ず
の
「
ス
マ
イ
ル
」

の
曲
に
合
わ
せ
て
親
子

で
バ
ル
ー
ン
の
遊
戯
を

披
露
し
ま
し
た
。 

 

 

終
始
ビ
デ
オ
や
写
真

を
撮
る
家
族
の
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。 

第
５７

回
熊
本
県
水
彩
画
会 

 
 

～
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
！
～  

 

 

第
57

回
熊
本
県
水
彩
画
会
本
展
部
門
で
東
陽
町
河

俣
出
身
の
坂
本
京
子
さ
ん
（
大
津
在
住
）
が
熊
本
県

水
彩
画
会
賞
（
グ
ラ
ン
プ
リ
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
作
品
は
「
万
葉
の
祈
り
」
と
い
う
題
名
で
坂
よ

り
上
の
登
尾
神
社
を
描
か

れ
た
も
の
で
、
小
さ
い
時

の
記
憶
と
写
真
を
も
と
に

描
か
れ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
今
回
は
、
一
昨
年
に

続
き
２
度
目
の
グ
ラ
ン
プ

リ
受
賞
と
の
こ
と
で
す
。 

 

国
宝
と
な
っ
た
通
潤
橋
を
つ
く
っ
た
石
工
た
ち
と

そ
の
業
績 

9
月
25

日
に
通
潤
橋
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

橋
が
国
宝
に
な
る
の
は
は
じ
め
て
の
こ
と
で
す
。
通

潤
橋
は
宇
一
、
丈
八
（
の
ち
の
橋
本
勘
五
郎
）
、
甚

平
を
中
心
と
し
た
こ
の
地
の
種
山
石
工
が
つ
く
っ
た

橋
で
す
。
こ
の
こ
と
を
祝
し
て
通
潤
橋
を
は
じ
め
と

し
た
種
山
石
工
の
業
績
の
数
々
を
展
示
い
た
し
ま
す
。 

◆会期：令和5年11月1日(水)～12月28日(木) 

◆観 覧 料 大人310円  高・大学生200円 

      小・中学生100円 

◆会  場 八代市東陽石匠館 

      TEL(0965)65-2700 

◆所 在 地 八代市東陽町北98-2 

◆休 館 日 月曜日（祝日の場合は翌日） 

◆開館時間 午前9時～午後4時30分 

     （入館は午後4時まで） 

 １０月２２日（日）、秋晴れの中、石橋公園芝生広場・道の駅東陽で第４９回東陽しょうが祭が開催

され、採れたての生姜を求めて、県内外から１２，０００人の来場者が訪れ、会場は終日賑わいました。 



【お知らせ】  

 令和5年10月1日から以下のとおり変更にな

りました。 

■バス及び乗合タクシーの運賃について 

・一般路線バス 

 （変更前）初乗り160円、上限200円 

 （変更後）初乗り180円、上限250円 

・乗合タクシー 

 1回180円 

※運転免許返納者は、半額の90円でご利用い

ただけます。（別途手続きが必要となります。

詳しくは、八代市企画政策課☎33－4104ま

でご連絡ください。） 

 ■ 令和５年秋季全国火災予防運動について 

 令和５年11月9日（木）から11月15日

（水）までの7日間、「秋季全国火災予防運動」

が実施されます。 

 火災が発生しやすい時期を迎えるにあたっ

て、火災予防意識の一層の普及を図ることによ

り、火災の発生を防ぎ、高齢者等を中心とする

犠牲者の発生や、財産の損失等を防ぐことを目

的として実施されます。 

◆火災予防について 

 八代管内では、火災により尊い人命が失われ

ています。また、空気が乾燥し最も火災の起こ

りやすい季節です。一人ひとりが防火意識を高

め『火災ゼロのまち』を目指しましょう。 

   【 令和5年度 全国統一防火標語】 

   火を消して 不安を消して つなぐ未来 

■ 不法投棄をされないために       

土地または建物の管理を怠り、清潔にしていない土

地、建物ほど不法投棄の標的にされます。 

無断で立ち入りされ、不法投棄されないよう周囲に

囲いを設けるなどの侵入防止対策を取りましょう。 

不法投棄された場合は、所有者、管理者自らがその

不法投棄物を適正に処理しなければならない状況とな

りますので、十分ご注意ください。 

【問合せ先】 地域振興課 市民福祉係 

       ☎65-211３ 

■ 市税等の納期について 

11月10日（金）納期限のもの 

◆農業集落排水使用料 10月（9月使用分） 

◆浄 化 槽 使 用 料    10月（9月使用分） 

11月30日（水）納期限のもの 

◆固 定 資 産 税     3期 

◆国民健康保険税         8期 

◆介 護 保 険 料     8期 

◆後期高齢者医療保険料  5期 

◆簡易水道使用料       11月（10月使用分） 

※口座振替をご利用の方は、事前に口座の残高 

をお確かめください。 

※納付が遅れる場合は、必ず地域振興課までご 

連絡、ご相談ください。 

【問合せ先】 地域振興課 市民福祉係 

       ☎65-211３ 

 ■ 令和６年度農作物有害鳥獣防護柵 

    設置事業の募集 

防護柵：金網柵 高さ2m×20m巻き 

      ワイヤーメッシュ 2m×2m  

      鹿ネットなど 

事業費：自力施工の場合は防護柵資材を補助 

要 件：生産・販売している農家3戸以上で申請    

    箱わなと併用できるよう狩猟免許者を確 

    保すること。 

    耐用年数期間中、柵の管理を行い、販売 

    用農作物を生産すること。 

期 限：令和５年12月１５日(金) 

その他：国の事業であり要件等がありますので  

    まずは電話でご相談ください。 

【問合せ先】産業建設課 65-2114 

■ バス・乗合タクシー運賃改正について

■ 無料人権相談・行政相談所を開設します      

こんなことでお困りの方はお気軽にどうぞ。 

いじめ、体罰、相続、家庭内・隣近所とのトラブ

ル、障がい者差別・部落差別・外国人差別・行政に関

する相談など 

人権擁護委員・行政相談委員が悩みごとや心配事の

相談をお受けします。相談は、無料です。 

※秘密は固く守られます。 

■日にち 令和5年12月5日（火） 

■時 間 午前10時～午後3時 

■場 所 東陽定住センター 

【問合せ先】地域振興課 市民福祉係 

       ☎65-211３ 


